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2019年9月
けいはんな情報通信オープンラボ研究推進協議会事務局

けいはんな情報通信オープンラボ研究推進協議会は、情報通信分野において産学官連携による研究開発を推進することで、関西のポテンシャルを引き出し、新技術の開発、人材の育成、新産業の創出を促すことを目的に活動しています。
この度、当協議会の活動をより多くの方に知って頂き、また、新たな活動の起爆剤とすべく、情報通信分野の産学官連携によるオープンイノベーションで社会課題を解決することを目指す「新たなワーキンググループ活動の構想と、ワーキンググループ立上げに向けた準備活動の計画（予備調査・研究、参画者募集活動など）の提案」を募集します。提案いただいた構想と準備活動計画については、当協議会運営・研究部会で審査を行い、採択された提案については準備活動費用として100万円を支給します。採択件数は１件の予定です。
（当協議会についての詳細は、https://www.khn-openlab.jp/をご覧ください。）

応募締切: 2019年 10月 31日(木) 　(審査結果は、12月中にお知らせの予定です。)

○募集対象
・当協議会で実施する「新たなワーキンググループ活動の構想と、ワーキンググループ立上げに向けた準備活動の計画（予備調査・研究、参画者募集活動など）」

〇ワーキンググループ立上げ準備活動について
・採択された提案に対し準備活動費用として100万円を提供します
※使途は準備活動費として説明できるものに限り、領収書等支出を証明する書類の提出が必要です。間接費を含み、給与としての支出は認められません。
・活動期間は半年～1年程度を目安とし、活動終了後にワーキンググループ活動計画を提出して下さい。当協議会運営・研究部会の承認後、新ワーキンググループでの活動に移行します。
・非会員からの応募も受け付けます。準備活動が終了し、ワーキンググループ活動に移行する際には、当協議会への入会をお願いします。　
※年会費：企業会員は、年会費5万円／口。非営利団体、大学教員は無料。

〇ワーキンググループ活動の条件
・情報通信分野またはその関連分野の研究開発を中心とした活動であり、当協議会の活動目的に合致していること、および複数の企業、大学、研究機関の構成員からなるグループを構成して実施することが、必須となります。（関西以外のメンバーを含んでいても構いません）
・例えば大阪・関西万博への寄与など、関西に関連する課題の解決に向けたワーキング活動も歓迎します。

〇ワーキンググループ活動のメリット
・当協議会の会員基盤を活用し、会員企業・大学などへの参加募集などの支援を事務局より行うなど、活動の進展に伴いグループメンバーの拡大が期待できます。
・NICT（情報通信研究機構）の技術シーズ活用希望がある場合に支援をします。NICTの技術シーズについては、https://www2.nict.go.jp/oihq/seeds/をご覧ください。
・シンポジウム、セミナー等、情報提供や産学官会員相互の情報交換、交流の場を設けています。
・当協議会より活動費用の一部の助成（10万円／年程度）を行います。（年次予算承認に基づく）（活動をより加速・推進するために、別途、外部資金を獲得することが望まれます。）

〇ワーキンググループ活動の報告・公表など（ワーキング活動に移行後）
・毎年、活動報告書とその概要を記載したスライド1枚を提出いただきます。概要については当協議会の会合において報告いただきます。
・活動テーマ名と概要スライドは公表されます。参加企業名も原則公開しますが、希望により伏せることもできます。
・外部での成果発表時には当協議会における活動であることを謝辞に含めて下さい。
・守秘や知的財産の扱いに関する合意形成と契約締結は研究グループ内で行って下さい。


【提出先・問い合わせ先】
けいはんな情報通信オープンラボ研究推進協議会事務局   https://www.khn-openlab.jp/
〒619-0289 京都府相楽郡精華町光台3-5
情報通信研究機構　ユニバーサルコミュニケーション研究所内
(phone) 0774-98-6806  (fax) 0774-98-6955  (email) prewg@khn.nict.go.jp
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けいはんな情報通信オープンラボ研究推進協議会
－ワーキンググループ立上げ準備活動提案書－

年　　月　　日

下記事項を記載して提出して下さい。

１．提案者
氏名、フリガナ、所属・役職、連絡先（住所、電話番号・メールアドレス）

２．ワーキンググループ立上げ準備活動参加者一覧（予定、見込み含む）
氏名、フリガナ、所属・役職、連絡先（住所、電話番号、メールアドレス）

３．ワーキンググループの活動構想
　ワーキンググループ活動計画は準備活動を通じて明確にしていただきます。ここでは現時点での「活動構想」を記載して下さい。
　・ワーキンググループ名（仮称）
・背景、狙い、解決しようとする社会課題
・活用する技術
・期待される成果・目標
　・ワーキング活動内容・スケジュール（3～5年程度）
　・主査候補、副主査候補、アドバイザー候補
　・想定される参加メンバー（予定、見込み、期待含む）

４．準備活動計画
　上記の活動構想を活動計画に具体化するための準備活動の計画を記載して下さい。　
・これまでの取組み、現在の状況
・活動目標（ワーキング活動開始に必要な事項）
・活動内容（上記目標達成に向けての活動）
・活動期間
・活動費用の使用計画



